
第 3回太宰府市議会意見交換会記録（Ａ班）
開催日時 平成 28年 11月 20日（日） 14時から 16時
開催場所 いきいき情報センター

出 席 者 藤井 雅之、木村 彰人、橋本  健、村山 弘行、門田 直樹、神武  綾、

宮原 伸一、徳永 洋介、堺  剛

＝ ９月議会・Ｈ27決算報告 ＝（主な質疑・意見） 
Ｑ 視察の成果が市の施政に活かされていますか？

Ａ 一般質問等で施策提案を行っています。

  Ｑ 政務活動費について、切手の大量購入や領収書の不備等、問題はありませんか？

Ａ 多量な郵便物については、第三種郵便を活用しています。また、領収書については１円の

支出から必要となっています。

Ｑ 特別会計の後期高齢者医療や介護保険事業は、黒字と表記されていますが、実態は赤字収

支なのではありませんか？

Ａ 一般会計からの繰り入れがありますので黒字決算になりますが、単独での収支は赤字です。

主な意見

・意見交換会は、全議員で２日間行ってほしい。

・意見交換会は、議会開催ごとに年４回開催してほしい。

・視察報告書は、ＨＰに公開してほしい。

・視察報告書は、参加者全員が報告する必要があるのでは。

＝ 意見交換 ＝（ワールドカフェ方式）   ※主な意見を記述しています

１．議会・意見交換会

 ・政務活動費は会派に支給するのではなく、前提として議員個人の活動に支給すべきでは。

・政務活動費は、有意義であればもっと活用すべきではないだろうか。

・政務活動費の使途を明らかにして、堂々と活動してほしい。

・いろんな自治体を視察することは、十分意味があると思う。

 ・意見交換会は、市全体の大きな話・意見が聞ける意見交換会であってほしい。

 ・意見交換会は、女性の参加者を増やして、もっと女性の意見を聞くことが必要だと思う。

 ・意見交換会は、地域の課題に対応できるよう、行政区毎に実施すべきではないか。

 ・意見交換会は、意見を聞きっぱなしにせず、しっかり取り上げていただきたい。

 ・女性議員が増えてほしい。

 ・議員は、市の審議会等に積極的に参加していただきたい。

 ・議員はもっと勉強してほしい。



２．地域交通・渋滞対策

 ・まほろば号等、市の交通体系を見直してほしい。

 ・九博の夜間開館に関連して、渋滞対策をおねがいしたい。

 ・五条交差点の信号機に、「右折」信号をつけてほしい。

 ・五条の変則交差点が渋滞する上、危険な状態である。

 ・交通体系を充実してほしい。

 ・環境税を上げれば、交通渋滞の解消と、税収アップになるのではないか。

３．観光・文化

 竈門神社の参道の活性化をしてみてはどうか。

４．公共施設・インフラ・都市計画

 ・黒字決算であるなら、地域の市営土木工事費等にまわすような、柔軟な執行ができませんか。

 ・公園管理について、雑草が繁茂して管理状態が悪いです。

 ・いきいき情報センターの共用部分が学習コーナー的な状態であり、１階の空きスペースを活用

してはどうでしょうか

 ・災害時に公共施設は十分機能するのか。

５．地域福祉・コミュニティー

 ・地域ケアシステムの構築と、社会福祉協議会の活性化をお願いしたい。

 ・自治会加入者の減少や自治会活動への無関心など、自治会の将来を心配している。

 ・地域包括支援システムに関して、サービスの低下を懸念している。

 ・これからの福祉の担い手について、有償ボランティアが必要ではないか。

 ・介護難民が生じないようにしていただきたい。

 ・社会福祉協議会について、介護分野の事業を活性化してほしい。

６．防災安全

 ・既存の防災計画では不十分であり、もっと柔軟な対策を作るべきではないでしょうか。

７．情報発信・公開

 ・市の情報公開はＩＣＴを活用して、積極的に進めていただきたい。

 ・ＨＰ等に情報をしっかり盛込んで、情報公開・発信してほしい。

 ・予算・決算等の議案関連資料を、議員配付と同時にＨＰに公開してほしい。

８．財政

  ・歳入を増やす方法を考えてほしい。


